2011 Japan National Team Report ”国代表co, rep”　

	   報 告 者 氏 名
	村瀬哲也

	大 会 名
	アジア選手権

	開 催 地
	シンガポール

	大 会 期 間
	７／２１〜２９


	現地までの

旅程


	　　広島発（７／２１日０９：００）→台北乗り換　→　現地到着（２１日２０：３０）



	　　旅行代理店
	　　広島HIS

	渡航費用
	　　約８万円（広島ー台北ーシンガポール）

	　　

エントリー料


	　選手一人　２００ユーロ



	　　

一人当たりの

　　宿泊費用


	

	一人当たりの

　　食費
	

	　チャーター料金


	　　　



	大会本部の対応                    　　　　　　　　　　　　　　　


	大会進行にまつわる時間の変更など融通が利かない事などありましたが（少し役人的な大会運営？）とてもフレンドリーで好感が持てました。

特に助かった事はすぐに数人の日本語がしゃべれる人を紹介して頂きました。

開催国のSINチームの父兄もとても

親切な人が多かったのが印象深いです。

	チームリーダーミーティングの様子、内容


	毎朝９時から１５分程度ありました。

レース運営の情報やサポートボートの

状態の報告などをお互いに致しました。マリンVHFは必須で運営用と

一般リポート用に２CHに分けて使用しており、リポート用無線の連絡で

海上の情報が手に取るように分かりました。我々はコーチとサポート用と２台持ち込みました。

リポート用のチャンネルでの無線連絡ではOCSなども詳しく報告してました。

	選手達の様子で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

気をつけたこと


	体調管理では、とにかく暑かったので水を多く飲ませましたが一部の選手はそれでも最初は足りなかった様でした。日本と違う体調管理、危機管理に努めました。またメンタル面では海外での貴重な経験を生かすためにいろんな国の人とふれあえる様に自然にしむけたつもりです。レースでもそれ以外でも選手はみんな楽しそうに海外の方と交流してました。

	　食事に関して

　注意したこと


	特にアジアでの食事は美味しいと思いますので問題はありませんでした。朝６時の散歩の後、７時からみんなで食べました。朝７時スタートの朝食バイキングは日本チームが毎日一番乗りです。これで規則だだしいリズムが出来ました。また、水は安全な国でしたが大事をとってペットボトルから飲みました。ただし食事は辛いものが多いのでそれには注意しました。子供用の沖弁は「サブウェイ」のサンドイッチでしたがそれにも青唐辛子が入ってたのにはびっくりでした！



	　セキュリティー

　に関して注意

　したこと


	選手のIDは亡くすと厄介ですから毎回使用後にサポーターの人に預けてました。パスポートと帰りのチケットは特に重要ですから持ち歩かずホテルのセキュリティーボックスやフロントに預けるのがいいと思います。

	　荷物に関して

　工夫したこと


	追加料金がかかりますのでボイド管一本ににセール６枚まとめて入れました。我々はチャイナエアーでしたが交渉しまして無料でした。また機内預けの荷物もオーバーチャージが７人で１２万円！！と言われましたがなんとか分散して手荷物などに仕分けしてこちらも追加料金無料となりました。とにかく交渉は重要です。

	　日本との通信

　状況、手段


	パソコンを持ち込みましたのでスカイプやフェイスタイムで無料で行いました。

ホテル、マリーナ内も無線LAN完備でしたので

レース中でもサポーターはパソコンで

テレビ電話も出来て便利でした。

	　他国チームとの

　国際交流の実施


	特に国代表の仕事としては次回以降のアジア選手権の開催国を決める大事な仕事があります。

事前のカクテルパーティーのお誘いが有り、

その際にロビーミーティングと言うネゴシエーションを各国と行い交流を深めたり意見交換をします。

非公式な会なのでみなさんフランクに話しをします。お互いに冗談を言いながら自国の自慢話をしたりして盛り上がります。

とてもおしゃれで楽しいパーティでした。

このパーティーには国代表と監督が招待されました。

その際にはできたらジャケットと

革靴はあった方がいいです。

それと、名刺は必須です。

その次の日の夜に国代表ミーティングがありました。

前日のパーティとは雰囲気が違い国別に次回開催地を決めるプレゼンテーションを行う場です。

持ち時間は自由ですが５〜１０分でみなさんプレゼンします。レジュメ、パンフ、パソコンを使用したりして真剣です。

じつは私、プレゼンの事は前日まで知らず、計測に来ておられた荒川さんに教えて頂きました。重要な会議だそうなので荒川さんの作成のレジュメと

簡単なスピーチでしのぎました。

	　持参した

食品、医療品等　
	同行のサポーターに看護師がいらっしゃいましたのでお任せしました。

持ち込み禁止の薬も多いので注意が必要です。

	　次回参加者へ

　アドバイス
	どこのレースも同じですがお土産は大事です。

初日から大人は日本の酒などをお配りするのも

雰囲気が良くなっていいかと思います。

子供は早い時期からTシャッ交換、お土産の交換はする方が仲良くなれていいなぁと思いました。

その方が大人も子供もみなさんとコミュニケーションが取り易いです。



	ＪＯＤＡへの要望
	できればNT合宿時にでも３役の役割分担や仕事内容を教えて頂ければ助かります。

また、プレゼンの資料なども事前に用意

頂ければ幸いです。

	　

その他


	このような機械を与えて頂きまして感謝しております。ありがとうございました。＊（パソコンソフトの関係で文字化けが多いので修正していただけれ幸いです）


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

